
はだの議会だより 平成 28 年（2016 年）２月14 日（日）  第 219 号〘8〙

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
定
例
会
で
は
、
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
議
案
の
審
議
を
行
い
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
25
日
か
ら
の
３
月

定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
予
算

審
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

活
気
あ
る
議
会
の
場
へ
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
市
政
の
発
展
に
向
け
、

一
層
努
力
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
ま
す
。

旧
渋
沢
保
育
園
の
建
物
を
無
償
譲
渡
し

民
間
に
よ
る
保
育
事
業
を
実
施

中
央
運
動
公
園
を
含
む

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
区
域
を
明
確
化

議
案
第
66
号
　
不
動
産
（
建
物
）
の
無

償
譲
渡
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

「
渋
沢
保
育
園
」
と
「
し
ぶ
さ
わ
幼

稚
園
」
を
統
合
し
、
平
成
28
年
４
月
か

ら
こ
ど
も
園
化
す
る
た
め
、
保
育
園
を

移
転
さ
せ
、
引
き
続
き
保
育
事
業
を
実

施
す
る
社
会
福
祉
法
人
に
、
建
物
を
無

償
譲
渡
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
建
物
を
社
会
福
祉
法
人
に
無
償
譲

渡
す
る
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
保
育
所
を
運
営
す
る
法
人
の
初
期

投
資
費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
安
定

的
か
つ
良
質
な
保
育
が
実
施
で
き
、
ま

た
、
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
基
づ
き
、

旧
渋
沢
保
育
園
の
建
物
を
活
用
し
、
早

期
に
待
機
児
童
解
消
を
図
る
た
め
、
無

償
譲
渡
と
し
た
。

問　
60
人
定
員
で
社
会
福
祉
法
人
が
運

営
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
同
じ
定
員
で

本
市
が
運
営
し
た
場
合
と
比
較
し
て
負

担
は
ど
の
よ
う
か
。　

答　
法
人
が
運
営
し
た
場
合
、
負
担
す

る
経
費
は
約
５
５
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

議
案
第
59
号
　
秦
野
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

ー
ク
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
が
平

成
27
年
度
末
で
お
お
む
ね
完
了
す
る
に

当
た
り
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
名

称
を
条
例
化
し
、
法
的
位
置
づ
け
を
与

え
、
そ
の
場
所
的
範
囲
お
よ
び
構
成
施

設
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
カ
ル
チ

ャ
ー
パ
ー
ク
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
平

本
市
が
運
営
し
た
場
合
、
約
１
億
円
の

経
費
が
必
要
と
な
る
た
め
、
約
４
５
０ 

０
万
円
の
経
費
削
減
が
可
能
と
な
る
。

▼
反
対
討
論

　

残
存
価
格
が
約
２
６
０
０
万
円
あ
る

市
民
共
有
の
財
産
を
無
償
譲
渡
す
る
こ

と
は
、
市
民
の
不
利
益
に
な
る
。

▼
賛
成
討
論

　

保
育
事
業
を
引
き
続
き
行
う
社
会
福

祉
法
人
を
選
定
す
る
際
に
、
本
市
と
し

て
初
め
て
保
育
の
質
も
含
め
た
採
点
を

行
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

成
28
年
４
月
１
日
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ

る
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
文
化
、
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
市

内
外
問
わ
ず
、
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
広
く
浸
透
し
て
い
く
と
考
え
る
。

問　
す
で
に
秦
野
市
公
共
施
設
整
備
基

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）無償譲渡する旧渋沢保育園園舎

◆次号の議会だより（５月中旬の日曜日発行予定）は、３月定例会の概要などをお知らせします。

＜12月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議 案 等 番 号 議　案　等　名 議 決 結 果

議 案 第 59 号 秦野市カルチャーパーク条例を制定することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 60 号 秦野市部設置条例等の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 61 号 秦野市市税条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 62 号 秦野市国民健康保険税条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 63 号 秦野市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正すること
について

原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 64 号
に対する動議

秦野市水道事業給水条例の一部を改正する条例案の修正を求
める動議について

否 決
（賛成少数）

議 案 第 64 号 秦野市水道事業給水条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 65 号 工事請負契約の締結について 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 66 号 不動産（建物）の無償譲渡について 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 67 号 平成 27年度秦野市一般会計補正予算（第３号）を定めること
について

原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 68 号 平成 27年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を定め
ることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 69 号 平成 27年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
２号）を定めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 70 号 平成 27年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
を定めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 71 号 平成 27年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
を定めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 72 号 平成27年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
１号）を定めることについて

原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 73 号 平成 27年度秦野市一般会計補正予算（第４号）を定めること
について

原 案 可 決
（賛成全員）

報 告 第 18 号 専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償） 報 告

報 告 第 19 号 専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償） 報 告

報 告 第 20 号 専決処分の報告について（秦野市職員の退職手当に関する条
例等の一部を改正する条例） 報 告

報 告 第 21 号 専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償） 報 告

委 員 会 提 出
議 案 第 ４ 号 介護職員の処遇改善を求める意見書の提出について 原 案 可 決

（賛成全員）
委 員 会 提 出
議 案 第 ５ 号

安全・安心の医療・介護実現のため医師・看護師等の大幅な
増員と労働環境の改善を求める意見書の提出について

原 案 可 決
（賛成全員）

委 員 会 提 出
議 案 第 ６ 号 国に私学助成の拡充を求める意見書の提出について 原 案 可 決

（賛成全員）
委 員 会 提 出
議 案 第 ７ 号 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出について 原 案 可 決

（賛成全員）

金
が
あ
る
が
、
こ
の
条
例
の
基
金
と
の

違
い
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
公
共
施
設
整
備
基
金
は
、
施
設
を

特
定
せ
ず
整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
基
金
は
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
内
の

構
成
施
設
お
よ
び
関
連
施
設
を
特
定
し
、

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

必
要
な
駐
車
場
規
模
の
定
義
が
あ
い

ま
い
で
、
区
域
が
際
限
な
く
広
が
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
基
金
の
設
置
に
よ
り
、

管
理
が
複
雑
化
す
る
た
め
、
既
存
の
基

金
に
一
本
化
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

　

こ
の
再
編
整
備
は
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
や
市
民
の
健
康
を
守
る
施
策
で
あ

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
文
化

向
上
を
目
指
す
拠
点
づ
く
り
で
あ
り
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議会を傍聴してみませんか！

秦野高校で出前講座を開催
～高校生720人が議会のしくみについて学習～

　議会では、秦野市をより暮らしやすいまちとするため、予算や条例の制定・
改正をはじめ、市のさまざまな重要案件について議論し、決定しています。
　本会議当日、本庁舎５階の傍聴席入り口で、住所・氏名を記入するだけ
でどなたでも傍聴することができます。
　なお、委員会を傍聴される方は、会議当日に本庁舎４階議会事務局にお
越しください。

　平成 28 年１月 29 日 ( 金 )、議会事務局の職員が秦野高校に出向き、
１・２年生の生徒 720人に議会のしくみについて説明をしました。
　生徒たちは、今年の６月19 日から、選挙権年齢が満 18 歳以上に引き
下げられることなどを踏まえ、主権者教育の一環として、議会の役割や議
員の活動などについて学習しました。

※会議の日程および時刻は変更することがあります。

2月 25日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会・施政方針・提案説明）
29日（月） 〃 本会議（代表質問）

3月 １日（火） 〃 本会議（代表質問）
２日（水） 〃 本会議（議案審議）

本会議終了後 予算特別委員会（初委員会）
３日（木）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
４日（金） 〃 本会議（一般質問）
７日（月） 〃 予算特別委員会（総務分科会）
８日（火） 〃 予算特別委員会（文教福祉分科会）
９日（水） 〃 予算特別委員会（環境都市分科会）
10日（木）午前９時 30 分 総務常任委員会
11日（金） 〃 文教福祉常任委員会
15日（火） 〃 環境都市常任委員会
16日（水） 〃 議会運営委員会
24日（木） 〃 予算特別委員会（座長報告・委員会採決）

特別委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）

３月定例会日程


